
平
成
二
十
七
年
一
月
九
日
受
領

答

弁

第

七

号

内
閣
衆
質
一
八
八
第
七
号

平
成
二
十
七
年
一
月
九
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

町

村

�

孝

殿

衆
議
院
議
員
奥
野
総
一
郎
君
提
出
集
団
的
自
衛
権
の
発
動
に
際
し
て
の
「
宣
戦
布
告
」
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁

書
を
送
付
す
る
。



衆
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奥
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総
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郎
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一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
答
弁
は
、
国
家
は
、
一
般
に
、
自
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
外
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
を
、
自
国
が
直
接
攻
撃

さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
力
を
も
っ
て
阻
止
す
る
権
利
を
有
し
て
い
る
と
い
う
国
際
連
合
憲
章
（
昭
和
三
十
一

年
条
約
第
二
十
六
号
）
第
五
十
一
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
集
団
的
自
衛
権
の
内
容
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘

の
「
集
団
的
自
衛
権
を
発
動
、
行
使
す
る
際
に
は
宣
戦
布
告
や
最
後
通
牒
が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
趣
旨
を
述
べ
た
も
の
で

は
な
い
。

一
の
�
に
つ
い
て

憲
法
第
九
条
の
下
で
許
容
さ
れ
る
「
武
力
の
行
使
」
は
、
「
国
の
存
立
を
全
う
し
、
国
民
を
守
る
た
め
の
切
れ
目
の
な
い

安
全
保
障
法
制
の
整
備
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
閣
議
決
定
）
で
お
示
し
し
た
「
武
力
の
行
使
」
の
三
要
件

に
該
当
す
る
場
合
の
自
衛
の
措
置
と
し
て
の
「
武
力
の
行
使
」
に
限
ら
れ
て
い
る
。
御
指
摘
の
よ
う
な
制
度
が
必
要
と
は
考

え
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
当
該
閣
議
決
定
に
基
づ
く
安
全
保
障
法
制
の
具
体
的
な
在
り
方
、
法
整
備
の
内
容
等
に

一



つ
い
て
は
検
討
中
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
戦
争
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
定
義
が
文
脈
に
よ
っ
て
異
な
り
得
る
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
一
概
に
お
答
え

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二


